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男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
理
解
と
意
欲
が

あ
り
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
配
慮
し
な
が

ら
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
市
長
が
認

定
す
る
制
度
で
す
。

　

市
内
の
事
業
所
で
の
男
女
共
同
参
画
の
普

及
・
推
進
を
目
指
し
て
、昨
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
制
度
で
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
労
働
人
口
が

減
少
す
る
中
で
、
従
来
の
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
、
職
場
で
男
女
が

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
に
お
け
る
人
材
の
有
効
活
用
や
確
保

の
点
か
ら
も
男
女
が
共
に
生
き
生
き
と
働
け

る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

遇
の
確
保

　

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く
慣

行
や
労
働
条
件
、
待
遇
の
見
直
し
。

〈
取
組
事
例
〉

①
男
女
同
条
件
で
の
募
集
・
採
用
・
再
雇
用

②
能
力
と
適
正
に
よ
る
人
事
配
置

③
昇
任
・
昇
格
基
準
の
明
確
化
と
周
知

２
．
仕
事
と
生
活
の
調
和

　
　
　
　
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

　

仕
事
と
育
児
・
介
護
が
両
立
で
き
る
制
度

や
環
境
の
整
備
。
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
仕
事
と
家
庭
生
活

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
。

〈
取
組
事
例
〉

①
子
育
て
に
関
す
る
支
援

②
介
護
に
関
す
る
支
援

③
育
児
・
介
護
休
暇
な
ど
の
制
度
が
利
用
し

や
す
い
職
場
づ
く
り

３
．
男
女
の
能
力
発
揮
や
活
躍
の
促
進

　

性
別
に
よ
り
配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
職

種
や
職
務
に
男
女
平
等
に
登
用
。

〈
取
組
事
例
〉

①
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
な
ど
に
関
す
る
支
援

②
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用

③
自
己
啓
発
の
た
め
の
休
暇
制
度

４
．
働
き
や
す
い
職
場
の
環
境
づ
く
り

　

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対

策
や
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

環
境
の
整
備
な
ど
の
推
進
。

〈
取
組
事
例
〉

①
職
場
環
境
の
改
善
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）

②
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止（
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
）

③
妊
娠
中
・
出
産
後
の
女
性
従
業
員
に
対
す

る
健
康
管
理
に
関
す
る
措
置

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
る

事
業
所
を
募
集

　

市
で
は
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に

始
ま
っ
た
こ
の
制
度
で
は
、
現
在
、
３

ペ
ー
ジ
の
表
の
13
事
業
所
を
認
定
し
て

い
ま
す
。

認
定
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ

Q申請
で
き
る
事
業
所
は
？

A市内
に
あ
る
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象

で
す
。
業
種
や
規
模
は
問
い
ま
せ
ん
。

本
社
や
本
店
な
ど
が
藤
枝
市
外
で
も
、

市
内
に
あ
る
支
店
や
営
業
所
な
ど
は
対

象
と
な
り
ま
す
。

Q認定
さ
れ
る
と
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
か
？

A認定
証
の
交
付
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
ふ
じ
え
だ
、
情
報
誌
な

ど
で
広
く
紹
介
し
、
事
業
所
の
積
極
的 

な
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、認 

定
事
業
所
同
士
の
意
見
交
換
会
や
、
講

演
会
な
ど
へ
の
優
先
的
な
参
加
で
、
専

門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

Qどん
な
取
り
組
み
を
す
る
と
、
認
定
さ

れ
ま
す
か
？

A仕事
と
家
庭
の
両
立
支
援
な
ど
の
47
の

審
査
項
目
の
う
ち
、
必
須
項
目
を
す
べ

て
満
た
し
、
か
つ
、
半
分
以
上
の
項
目

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
認
定
の
要
件

と
な
り
ま
す
。

Q申請
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

A男女
共
同
参
画
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
就
業
規
則 

な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
、
直
接
、
男 

女
共
同
参
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市では、すべての人が性別に関わりなく、個性と能力を発揮し、心豊かに暮らしていくことのできる男女共同参画
社会の実現を目指して、職場・学校・地域・家庭の４つの分野で男女共同参画を推進しています。
職場における男女共同参画を推進するために実施している「男女共同参画推進事業所認定制度」を紹介します。

問男女共同参画課　☎643･3111　内線292

男
ひ と

女が共に 輝く 職場へ
認定事業所の紹介

男女共同参画週間

　６月23日～29日の１週間は「男
女共同参画週間」です。これを機
会に男女共同参画について考えて
みませんか。
平成24年度キャッチフレーズ
「あなたがいる　わたしがいる　

未来がある」

市民フォーラム

とき／６月23日㈯午後１時30分
開演（午後１時開場）
ところ／生涯学習センター
講師／山本コウタローさん　　　
　　　（フォークシンガー）　
演題／女

ひ と

と男
ひ と

のよりよい関係
参加料／無料
定員／385人
　　（先着順）
※直接会場へ
※ミニライブも行います。

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所

認
定
制
度
と
は

職
場
に
お
い
て

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
が
必
要
か

　

職
場
で
、
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
め
ば
、

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
事
業
所

で
の
具
体
的
な
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
機
会
や
待

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り

～認定された事業所の声～

・育児休業や時差出勤など子育て支援制度の
充実により、女性が生き生きと働いてくれ
ています。

・性別にとらわれない配置により、男女がこ
れまで以上に協力して仕事に取り組み、信
頼関係が強くなりました。

・推進事業所に認定されたことを新規採用な
どの機会にPRして、優秀な人材の確保に
つなげています。

事業所 主な取り組み

株式会社 共立アイコム 時間外勤務の削減
有給休暇の取得を促進

コンポジット工業
株式会社

育児・介護休業後に復帰しやすい職
場の雰囲気づくり

大井川農業協同組合 育児休業後の短時間勤務の奨励

東日本ハウス 株式会社 相談や働きやすい職場づくり

社会福祉法人 富水会 男女が分け隔てなく協力し合う環境
づくり

デイサービスユニバーサル
園芸 こんぴら倶楽部

子育てや介護をしている職員の勤務
時間や休暇を調整

仲山鉄工 株式会社 出産や子育て中の女性が働きやすい
環境づくり

Honda Cars 藤枝東 子育てや介護休業制度を利用しやす
い環境づくり

株式会社
藤枝事務器商会 子育てに関わる休暇制度などの充実

社会福祉法人
藤枝市社会福祉協議会

男女が共に働きやすい職場の環境づ
くり

株式会社 コンツナ 育児・介護休業を利用しやすい環境
づくり

株式会社 鈴木鐵工所 職場と家庭の両立を支援

株式会社 サンテック 出産・子育てなどで長期休暇を取得
する場合の各種制度の利用を促進

（認定順）▲認定証交付式の様子
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ー
あ
な
た
の
市
・
県
民
税
は

市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得

が
28
万
円（
給
与
収
入
で
93
万
円
）

を
超
え
る
人
に
一
律
に
同
額
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
「
均
等
割
」
と
、

所
得
金
額
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
く「
所
得
割
」か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

年
金
所
得
の
み
の
人
が
均
等
割

を
納
め
る
目
安
と
な
る
前
年
の
年

金
受
給
額
は
、
平
成
24
年
１
月
１

日
現
在
で
、
65
歳
未
満
の
人
は
98

万
円
、
65
歳
以
上
の
人
は
１
４
８

万
円
で
す
。

市
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
市
内

に
事
務
所
や
家
屋
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
に
は
、
均
等
割
相
当
額

を
課
税
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

県
民
税
は
、
市
民
税
と
合
わ
せ

て
納
め
て
い
た
だ
き
、
市
が
県
に

納
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
・

県
民
税
は
、
個
人
だ
け
で
な
く
、

法
人
に
も
課
税
し
ま
す
。

ー
納
付
の
方
法
は

市
・
県
民
税
の
納
付
方
法
は
、

自
営
業
な
ど
の
人
と
、
会
社
勤
務

な
ど
の
人
で
異
な
り
ま
す
。

自
営
業
な
ど
の
人
は
、
納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
り
、
年
税
額
を

年
４
回
（
７
月
・
９
月
・
11
月
・

翌
年
２
月
）
に
分
け
、
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
６

月
15
日
㈮
に
納
税
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
。

※
口
座
振
替
以
外
の
人
に
は
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

会
社
勤
務
な
ど
の
人
は
、
年
税

額
を
年
12
回（
６
月
～
翌
年
５
月
）

に
分
け
て
、
各
月
の
給
与
か
ら
差

し
引
き
し
、
事
業
所
（
給
与
特
別

徴
収
義
務
者
）
を
通
じ
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

給
与
か
ら
差
し
引
い
て
い
る
人

が
、
途
中
で
退
職
な
ど
を
し
た
場

合
、
特
別
徴
収
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
事
業
所
か

ら
の
届
け
出
に
基
づ
き
、
普
通
徴

収
に
切
り
替
え
ま
す
。
納
付
が
済

ん
で
い
な
い
市
・
県
民
税
は
、
口

座
振
替
ま
た
は
郵
送
す
る
納
付
書

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
）
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
人
は
、
年
金
分
の
年
税
額
を
年

６
回
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10

月
・
12
月
・
翌
年
２
月
）
に
分
け
、

２
カ
月
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
年
金

か
ら
差
し
引
き
し
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
の
年
金
保
険
者
（
年
金
特

別
徴
収
義
務
者
）
が
市
に
納
め
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
６
月
15
日
㈮

に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

転
出
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
特

別
徴
収
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
年
金
保
険
者
か
ら

の
通
知
な
ど
に
基
づ
き
、
普
通
徴

収
に
切
り
替
え
ま
す
。
納
付
が
済

ん
で
い
な
い
市
・
県
民
税
は
、
口

座
振
替
ま
た
は
郵
送
す
る
納
付
書

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

い
る
65
歳
未
満
の
人
で
給
与
所

得
が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
市
・
県
民
税
額
も
、

給
与
所
得
に
係
る
市
・
県
民
税

額
と
合
算
し
、
給
与
特
別
徴
収

に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

市
政
を
支
え
る 

市
・
県
民
税

市
の
本
年
度
一
般
会
計
予
算
額
４
３
１
億
８
千
万
円
の
約
半
分
が
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
収
入
で

す
。
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
、
福
祉
や
教
育
、
消
防
、
防
災
な
ど
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

て
い
ま
す
。 

問
課
税
課　

内
線
６
４
２

納税通知書が変わります

平成24年度課税分から、コンビニエンススト
アで納付できるようになりました。コンビニ
では24時間、365日納付することができます。
詳しくは、送付する納付書をご覧ください。

市
議
会
５
月
臨
時
会
が
５
月
８

日
か
ら
10
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議

長
・
副
議
長
な
ど
が
決
定
し
ま
し

た
。
議
長
に
は
渡
辺
恭た

か

男お

氏
、
副

議
長
に
は
植
田
裕
明
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
主
な
委

員
会
の
構
成
・
役
職
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
以
下
敬
称
略
）

監
査
委
員　

薮
﨑
幸
裕

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
円
滑
な
運
営
と
、議
案
・

陳
情
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

委
員
長　

百
瀬　

潔

副
委
員
長　

館　

正
義

委
員　

大
石
信
生
・
岡
村
好
男
・

杉
山
猛
志
・
遠
藤　

孝
・

臼
井
郁
夫
・
池
谷　

潔
・

水
野　

明

常
任
委
員
会

議
案
や
陳
情
な
ど
の
審
査
を
行

い
ま
す
。
議
員
は
、
常
任
委
員
会

の
い
ず
れ
か
に
必
ず
所
属
し
ま
す
。

◇
総
務
消
防
委
員
会

委
員
長　

臼
井
郁
夫

副
委
員
長　

杉
山
猛
志

委
員　

大
石
信
生
・
大
石
保
幸
・

薮
﨑
幸
裕
・
天
野
正
孝
・

渡
辺
恭
男

◇
健
康
福
祉
委
員
会

委
員
長　

岡
村
好
男

副
委
員
長　

遠
藤　

孝　

委
員　

志
村
富
子
・
小
林
和
彦
・

向
島
春
江
・
植
田
裕
明
・

館　

正
義

◇
文
教
建
設
経
済
委
員
会

委
員
長　

水
野　

明

副
委
員
長　

槇
原
正
昭

委
員　

石
井
通
春
・
萩
原
麻
夫
・

池
谷　

潔
・
百
瀬　

潔
・

池
田　

博
・
奥
村
祥よ

し

久ひ
さ（
５

月
21
日
決
定
）

農
業
委
員
会
委
員　

萩
原
麻
夫

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会

議
員　

岡
村
好
男
・
遠
藤　

孝

志
太
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員　

石
井
通
春
・
岡
村
好
男
・

臼
井
郁
夫
・
植
田
裕
明
・

池
谷　

潔
・
水
野　

明
・

館　

正
義
・
渡
辺
恭
男

※
そ
の
他
の
役
職
は
、市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
26
日
㈫
～
７
月
23
日
㈪
の

28
日
間
の
会
期
で
開
催
予
定
で
す
。

定
例
会
日
程

　

６
月
26
日
㈫
…
議
案
上
程

７
月
６
日
㈮
…
一
般
質
問

　
　

９
日
㈪
…
一
般
質
問

　
　

10
日
㈫
…
一
般
質
問
・
議

　
　

案
質
疑

　
　

11
日
㈬
…
現
地
審
査

　
　

23
日
㈪
…
採
決

常
任
委
員
会
日
程

７
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮

※
い
ず
れ
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議長に渡辺恭男氏、副議長に植田裕明氏を選出～市議会5月臨時会～ 問議会事務局　内線512

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Jun.

藤の里

Fujieda City News

５
月
21
日
、
市
長
選
挙
と
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
の
当
選
証
書
付

与
式
を
市
役
所
で
行
い
、
共
に
無

投
票
で
当
選
を
決
め
た
北
村
正
平

氏
と
、
奥
村
祥
久
氏
に
、
証
書
が

付
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
増
田
嗣し

郎ろ
う

委
員
長
か
ら
、
当
選
し
た
２
人

に
対
し
、「
市
民
か
ら
の
『
元
気

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し

て
ほ
し
い
』
と
い
う
熱
い
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
に
は
十

分
留
意
さ
れ
、
尽
力
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
市
政
発
展
へ
の
期
待
を

込
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長
の
任
期
は
６
月
20
日
か
ら

４
年
間
、
市
議
会
議
員
は
平
成
26

年
４
月
ま
で
の
約
２
年
間
と
な
り

ま
す
。

当選した２人に証書を付与～当選証書付与式～ 問選挙管理委員会　内線741

６
月
市
議
会
日
程

市議会５月臨時会で、私たちが議長・
副議長に選出され、大役を担うこととな
りました。
本年度より議会において新たに議会活
性化特別委員会・防災対策特別委員会を
発足させました。
議会の改革を議員一丸となり推進させ、
市民の代表としての責任を強く自覚し、
みなさんの負託に応えるよう努めます。

議長
　渡辺恭男

副議長
　植田裕明

会
社
勤
務
な
ど
の
人

（
給
与
特
別
徴
収
）

自
営
業
な
ど
の
人

（
普
通
徴
収
）

年
金
受
給
の
人

（
年
金
特
別
徴
収
）

市・県民税はコンビニでも納めることができます

平成24年度から市県民税の税額決定通
知書（納税通知書）が変わります。税額
決定通知書は６月15日㈮に発送する予
定です。

▼

当
選
証
書
を
受
け
取
る
北
村
正
平
氏

SAMPLE



情
報

フ
ァ
イ
ル

6広報ふじえだFujieda H24.6.57

平成25年４月１日採用の看護職（看護師・助産師）、薬剤師、
臨床検査技師、臨床工学技士を募集します。
対象／看護職…昭和47年４月２日以降に生まれた人
　　　その他の職種…昭和52年４月２日以降に生まれた人

いずれも各免許を持っている人、または本年度中に取得
見込みの人

募集人数／看護職50人、その他若干人
試験日／１次試験…７月28日㈯

２次試験…８月25日㈯
※看護職は７月28日のみ

試験内容／小論文、面接など
申し込み／７月12日㈭午後５時までに、試験申込書、資格免
許証の写しなどを、直接または郵送で市立総合病院総務課
へ　宛先：〒426‒8677市内駿河台4-1-11
※詳しくは、病院ホームページまたは病院総務課、市役所人
事課で配布する試験案内をご覧ください。
http://www.hospital.fujieda.shizuoka.jp/

市立総合病院の正規職員募集
問病院総務課　☎646･1111

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

市
の
施
設
の
指
定
管
理
者

▼
対
象
施
設
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
小
石
川
町
四
丁
目
１-

11
） 

▼
指
定
管
理
期
間
／
平
成
25
年
４
月

１
日
〜
30
年
３
月
31
日
（
５
年
間
） 

▼
募
集
要
項
配
布
期
間
／
６
月
15
日

㈮
〜
８
月
31
日
㈮　

▼
募
集
要
項
配

布
場
所
／
産
業
政
策
課

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
政
策
課　

内
線
４
６
４

①免除制度
本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の場合
に、保険料の納付を全額または一部免除
②若年者納付猶予制度
30歳未満の人で本人・配偶者の前年所得が一定額以下
の場合に、保険料の納付を猶予
③学生納付特例制度
学生で本人の前年所得が一定額以下の場合に、保険料
の納付を猶予

※①の制度を受けた期間は老齢・障害・遺族基礎年金を
受けるために必要な期間に算入されます。（一部免除
は、一部納付保険料を納付していることが必要です。）

※①の制度を受けた期間にかかる老齢基礎年金の金額は、
保険料を全額納付した場合と比較して次のとおりです。
・全額免除…８分の４　・４分の３免除…８分の５

・半額免除…８分の６　・４分の１免除…８分の７
※②③の制度を受けた期間は、老齢基礎年金を受けるた
めに必要な期間には算入されますが、老齢基礎年金の
額には算入されません。
追納
・将来、満額の老齢基礎年金を受け取るために、①～③
の制度を受けた期間から10年以内であれば、さかの
ぼって保険料を納めること（追納）ができます。
・保険料免除などとなった期間の翌年度より一定期間を
経過してから保険料を追納する場合、当時の保険料額
に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
申請時の持ち物
年金手帳・認め印・身分証明書（代理人の場合）・学
生証（学生の場合）
※詳しくは、お問い合わせください。

国民年金保険料の免除・猶予制度
問国保年金課　内線624　　島田年金事務所　☎0547･36･2215

情報 ファイル

　〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111　 643･3604

http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

藤枝市役所

収入が少ないなどの理由で、国民年金保険料を納めることが難しい場合には、保険料の納付が免除または猶予される
制度があります。保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金や、いざというときの障害基礎年金・遺族基礎
年金が受給できなくなることがあります。納めることが難しい人は免除・猶予制度の申請をしてください。

市
町
対
抗
駅
伝
練
習
会

「
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
に
向

け
た
練
習
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
人　

▼
と
き
／
毎
週
火
・
木
曜
日 

午
後
６
時
30
分
〜　

▼
と
こ
ろ
／
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

※
直
接
会
場
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
７
７
３

キッズの部（園児対象）
とき／毎週木曜日午後４時30分～５時30分
参加料／２万円（全20回・半期分）
ジュニアＢの部（小学校4年～６年生対象）
とき／毎週木曜日午後６時～７時30分
参加料／３万円（全20回・半期分）

ジュニアユースの部（中学生対象）
とき／毎週水曜日午後６時～７時30分
参加料／３万円（全20回・半期分）

ところ／総合運動公園
申し込み／総合運動公園に備え付けの申込用紙に必
要事項を記入し、印鑑・顔写真・参加料を持って、
直接、総合運動公園へ
※教室は、４月から始まっています。９月まで（前
期分）の参加料は残りの回数で計算します。
※教室は、10月～平成25年３月（後期）も実施しま
す。後期分の参加申込も受け付けています。
※詳しくは、お問い合わせください。

総合運動公園サッカー教室
問総合運動公園　☎646･6100

双
子
ち
ゃ
ん
会

▼
対
象
／
未
就
学
の
多
胎
児
と
そ
の

親
　
▼
と
き
／
６
月
20
日
㈬
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
毎
月
１
回
実
施
） 

▼
と
こ
ろ
／
青
島
北
公
民
館　

▼
内

容
／
情
報
交
換
、
親
子
体
操
、
育
児

相
談
な
ど　

▼
参
加
料
／
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
に
こ
に
こ
広
場（
青
島
北
公
民
館
内
）

☎
６
４
５
・
２
５
２
５

肉
巻
き
ギ
ョ
ウ
ザ
作
り

▼
と
き
／
６
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
白
ふ

じ
の
里　

▼
定
員
／
20
人（
申
込
順
） 

▼
参
加
料
／
１
５
０
０
円　

▼
持
ち

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
ふ
き

ん
な
ど　

▼
申
し
込
み
／
６
月
10
日

㈰
〜
20
日
㈬
（
火
曜
日
は
除
く
）
に
、

電
話
で
白
ふ
じ
の
里
へ

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

▼
と
き
／
７
月
１
日
㈰
午
前
８
時
〜

午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会

館
芝
生
広
場　

▼
出
店
料
／
千
円 

▼
申
し
込
み
／
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
藤
の
瀬
会
館
へ

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

さ
ん
さ
ん
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
教
室

▼
対
象
／
小
・
中
学
生
　
▼
と
き
／

７
月
６
日
〜
９
月
14
日
の
金
曜
日 

午
後
６
時
30
分
〜
９
時　

▼
と
こ 

ろ
／
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド　

▼
定
員
／

50
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
５

千
円
（
全
10
回
）　

▼
申
し
込
み
／

６
月
15
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
、
直
接
、

市
民
テ
ニ
ス
場
へ

☎
６
４
４
・
６
０
８
０

ふ
じ
え
だ
郷
土
史
講
座

▼
対
象
／
一
般
男
女　

▼
と
き
／
６

月
〜
平
成
25
年
３
月
の
第
３
水
曜
日

（
８
月
の
み
第
４
水
曜
日
）　

▼
と
こ

ろ
／
志
太
郡
衙
資
料
館　

▼
講
師
／

南
條
忠
義
（
郷
土
博
物
館
案
内
指
導

員
）　

▼
定
員
／
50
人
（
申
込
順
）

▼
受
講
料
／
１
回
１
０
０
円　

▼
申

し
込
み
／
電
話
で
郷
土
博
物
館
へ

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
の
子
と
そ

の
親
（
子
ど
も
１
人
で
の
参
加
可
） 

▼
と
き
／
６
月
23
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
白
ふ
じ
の
里 

▼
定
員
／
10
組
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
１
組
２
５
０
０
円
（
１
人

の
場
合
は
１
２
５
０
円
）　

▼
持
ち

物
／
書
き
た
い
絵
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど 

▼
申
し
込
み
／
６
月
８
日
㈮
〜
20
日

㈬
に
、
電
話
で
白
ふ
じ
の
里
へ

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

カ
ラ
ー
銅
版
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

障
害
者
歯
科
講
演
会

▼
対
象
／
障
害
者
に
関
わ
っ
て
い
る

人　

▼
と
き
／
７
月
５
日
㈭
午
後
２

時
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
保
健

セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
服
部 

清
さ

ん
（
歯
科
医
師
）　

▼
演
題
／
障
が

い
の
あ
る
方
の
歯
と
口
の
健
康
に
つ

い
て　

▼
定
員
／
80
人
（
申
込
順
）

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
藤
枝
歯
科
医
師
会
へ

☎
６
４
６
・
２
２
７
０

６
４
６
・
２
２
７
１

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

▼
対
象
／
年
少
児
〜
小
学
校
３
年
生

の
発
達
に
課
題
の
あ
る
子
と
そ
の
父

親
　
▼
と
き
／
７
月
７
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
正
午　

▼
集
合
場
所
／
蓮

華
寺
池
ホ
ー
ル　

▼
内
容
／
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー　

▼
定
員
／
15
組
（
申

込
順
）　
▼
参
加
料
／
無
料
　
▼
持

ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、
水
筒 

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
子
ど
も
家
庭

相
談
セ
ン
タ
ー
へ　

内
線
６
０
８

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

▼
対
象
／
小
学
校
５
・
６
年
生　

▼
と 

き
・
と
こ
ろ
／
７
月
14
日
㈯
・
15
日

㈰
…
焼
津
青
少
年
の
家
、
９
月
29
日

㈯
・
30
日
㈰
…
大
久
保
キ
ャ
ン
プ
場
、

平
成
25
年
２
月
３
日
㈰
…
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム　

▼
定
員
／
30
人（
抽
選
） 

▼
参
加
料
／
７
千
円

説
明
会
・
申
し
込
み

▼
と
き
／
６
月
16
日
㈯
午
前
10
時 

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
生
涯
学
習
課☎

６
４
３
・
３
０
４
７

な
が
ら
ヨ
ガ
講
座

▼
対
象
／
一
般
男
女
　
▼
と
き
／
６

月
29
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50

分　

▼
と
こ
ろ
／
市
武
道
館　

▼
講

師
／
田
辺
直
恵
さ
ん
（
フ
ィ
ジ
カ
ル

ヨ
ガ
普
及
協
会
代
表
）　

▼
定
員
／

30
人(

申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
１
５

０
０
円　

▼
持
ち
物
／
バ
ス
タ
オ
ル
、

水
筒　

▼
申
し
込
み
／
６
月
12
日
㈫

か
ら
、
直
接
、
市
武
道
館
へ

☎
６
４
１
・
１
１
１
２

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
人　

▼
と
き
／
７
月
８
日
㈰
・
11

日
㈬　

午
後
２
時
〜
４
時
（
内
容
は

同
じ
）　

▼
と
こ
ろ
／
岡
出
山
図
書

館　

▼
定
員
／
各
日
20
人（
申
込
順
） 

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／

６
月
15
日
㈮
〜
22
日
㈮
（
21
日
㈭
は

除
く
）
に
、
電
話
で
岡
出
山
図
書
館

へ　

☎
６
４
３
・
３
４
８
９

茶
畑
の
中
心
で
、愛
を
さ
け
ぶ

▼
と
き
／
７
月
28
日
㈯
午
後
２
時
開

演(

午
後
１
時
開
場
）　

▼
と
こ
ろ
／

市
民
会
館　

▼
曲
目
／
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
テ
ル
、
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
な

の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

コ
ン
サ
ー
ト

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

ど　

▼
出
演
／
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ

静
岡　

▼
入
場
料
／
前
売
り
３
千
円

（
当
日
４
千
円
）　

▼
チ
ケ
ッ
ト
／
６

月
16
日
㈯
か
ら
、
市
民
会
館
な
ど
で

販
売

問
市
民
会
館

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

愛
の
聖
地
「
茶
畑
」
で
、
愛
や
感
謝

の
言
葉
を
さ
け
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
６
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
蔵
田
地
区
の
茶

畑
（
瀬
戸
ノ
谷
）　

▼
定
員
／
30
人 

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申 

し
込
み
／
電
話
で
瀬
戸
谷
生
き
生
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
藤
の
瀬
会
館
内
）
へ

☎
６
３
９
・
０
１
２
０
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郷土博物館・文学館の催し
問郷土博物館　☎645･1100

休館日／月曜日
入館料／200円、中学生以下無料

祝新東名高速道路開通記念

問全国PK選手権大会実行委員会
　（スポーツ振興課内） 内線773

郷土博物館企画展「戦時中の暮らしと遊び」関連行事
戦時中の食事試食会
　戦時中に食べられていた「すいとん」と「さつまいも入
りご飯」の試食会です。昭和の懐かしメロディーのミニコ
ンサートも同時開催します。
とき／６月24日㈰正午～　ところ／郷土博物館前広場
試食数／100食（無くなり次第終了）
参加料／無料（別途入館料）　※直接会場へ

おやこ名作劇場

文学館企画展「平和への祈り 平野亮彩絵画展」関連イベント
手作りマーブル紙での七夕ミニチュアランプ作り
とき／６月30日㈯、７月１日㈰　午後１時～２時、午後３

文学館古典講座「平家物語の光と影」
　大河ドラマでも話題の平家物語の世界に触れてみませんか。
11月10日㈯には、ゆかりの地「蓮生寺」を訪ねます。
とき／７月７日㈯、８月18日㈯、９月２日㈰、10月13日㈯、11月 
10日㈯、12月１日㈯　いずれも午後１時30分～３時30分

ところ／文学館講座学習室　定員／45人（申込順）
受講料／1,800円（全６回）
申し込み／６月15日㈮から、電話で郷土博物館へ

コース 対象 参加料
日本代表 高校生以上の男女 １チーム6,500円シニア 大会当日40歳以上の男女
なでしこ 中学生以上の女性

１チーム4,000円
U-16 中学生～高校１年生の男女
U-12 小学校４年～６年生の男女
U- ９ 小学校１年～３年生の男女
キッズ 小学生未満（４～６歳）の男女

参加チーム大募集!!

出場人数／ゴールキーパーを含む５人
申し込み／６月11日㈪～７月６日㈮に、市ホームページから
申し込み、または市役所・岡部支所、各市立公民館、市内スポー
ツ施設に備え付けの参加申込書に必要事項を記入し、直接ま
たは郵送で〒426-8722市内岡出山1-11-1スポーツ振興課へ

大
丈
夫
。
仲
間
が
い
る
。

とき／６月30日㈯
　午後１時30分～２時30分
ところ／文学館講座学習室

内容／人形劇「めっきらもっきらどお
んどん」、大型絵本「かわいそうなゾウ」、手遊びなど

定員／80人（申込順）　参加料／無料（別途入館料）
申し込み／電話で郷土博物館へ

時～４時
ところ／郷土博物館体験学習室
定員／各回10人（申込順）　参加料／200円
申し込み／６月15日㈮から、電話で郷土博
物館へ

午前10時～
午後２時

一日楽しめるイベント
が盛りだくさん！

問総合運動公園　☎646･6100

スペシャルゲスト（8/18）
元サッカー日本代表

田中　誠 さん

お詫びと
訂正

広報ふじえだ５月20日号14ページの「市
営住宅の入居希望者募集」の内容に誤り
がありました。お詫びして訂正します。

（誤）平島団地　単身入居○
↓

（正）平島団地　単身入居×

６月は土砂災害防止月間
問河川課　内線232

土砂災害から自分の命を守るには、日頃からの
準備と、いざというときの落ち着いた行動が大切
です。
土砂災害危険箇所と避難場所・避難経路の確認
・日頃から危険箇所の状態に注意
・避難場所や安全な避難経路を確認
・速やかに避難できるような心掛けと準備
土砂災害の前兆現象に注意
・山鳴り、地鳴りがする
・川が濁り、流木が混ざり、転石の音がする
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる
・小石がぱらぱら落ちてくる
・斜面から水が噴き出す　・井戸水が濁る
・地面に亀裂や段差ができる
大雨に注意
・降雨量が１時間に20ミリ以上か、降り始めから
100ミリ以上になったら要注意。テレビ・ラジ
オなどの気象情報を確認する

節目の成人歯科健診
問健康推進課　☎645･1111

歯科健診は歯周病などの口の健康チェックのための健診です。
30歳以上の人の約８割が歯周病と言われています。歯周病を
予防するためには、歯磨き、禁煙、しっかりかんで食べる習慣、
そして定期健診が欠かせません。
対象／本年度中に、40・50・60歳になる人
※対象者には４月上旬に「成人歯科健診受診券」を郵送してい
ます。詳しくは、受診券をご覧ください。
※本年度中に70歳になる人は、申込制です。健
　康推進課へご連絡ください。
料金／600円
受診方法／
〈個別健診〉受診券の裏面に記載してある医療機関へ事前に
お問い合わせください。（11月末まで）

〈集団健診〉
とき／６月９日㈯午後１時～３時、６月19日㈫～21日㈭ 
午前８時30分～11時　ところ／保健センター

※現在、治療中などで健診を受けない人、受診券の再発行を希
望する人は、健康推進課へご連絡ください。

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

駅
南
図
書
館 
臨
時
休
館

幼
稚
園
の
保
育
料
補
助

６
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬
の
２
日
間
、

市
内
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
に
伴
う
書
架
整
理
を
実
施
す

る
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

※
岡
出
山
図
書
館
・
岡
部
分
館
は
開

館
し
て
い
ま
す
。

問
駅
南
図
書
館☎

６
３
６
・
４
８
０
０

▼
対
象
／
子
ど
も
が
私
立
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
る
、
本
年
度
の
市
民
税
額

が
一
定
基
準
以
下
の
世
帯　

▼
内 

容
／
保
育
料
の
一
部
補
助

※
詳
し
く
は
、
６
月
中
旬
に
各
幼
稚

園
か
ら
お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

※
市
外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る

人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
児
童
課　

内
線
６
６
４

特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う

狩
猟
免
許
試
験

▼
対
象
／
40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保

険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
　
▼
と
き
／
12
月

４
日
㈫
ま
で　

▼
と
こ
ろ
／
志
太
医

師
会
館
検
診
セ
ン
タ
ー　

▼
検
査
項

目
／
問
診
、
血
圧
・
身
体
測
定
、
診
察
、

血
液
・
尿
検
査
な
ど　

▼
持
ち
物
／

受
診
券
、
健
康
保
険
証
、
健
診
料

※
健
診
料
は
、
検
査
項
目
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
本
年
度
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し

た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　

内
線
６
２
８

▼
と
き
／
８
月
26
日
㈰
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
／
県
静
岡
総
合
庁
舎
（
静

岡
市
駿
河
区
）　

▼
申
請
手
数
料
／

５
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
６
月

25
日
㈪
〜
７
月
27
日
㈮
に
、
直
接
、

県
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
へ

☎
６
４
４
・
９
２
４
３

予
備
講
習
会

▼
と
き
／
７
月
16
日
㈷
午
前
９
時
50

分
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
県
静 

岡
労
政
会
館（
静
岡
市
葵
区
）　

▼
受 

講
料
／
７
千
円　

▼
申
し
込
み
／
７ 

月
２
日
㈪
ま
で
に
、
直
接
、
県
猟
友
会 

事
務
局
へ　

☎
２
５
３
・
６
４
２
７

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
う

デ
ー
タ
更
新
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を

停
止
し
ま
す
。
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
の
謄
・
抄
本
、
所
得
・
課
税
証
明

7
月
7
日
㈯
は

窓
口
業
務
を
休
み
ま
す

耳
の
不
自
由
な

人
が
、
ど
ん
な

手
段
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
欲
し

い
か
を
伝
え
る

「
伝
え
て
カ
ー

ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
に

は
、「
私
は
耳
が
不
自
由
で
す
」と「
手

話
・
身
振
り
、
筆
談
、
口
話
」
の
３

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。
耳
の
不
自
由
な

人
は
、
必
要
な
と
き
に
「
伝
え
て

カ
ー
ド
」
を
使
用
し
、
自
分
に
合
っ

た
手
段
を
指
で
示
し
ま
す
。
カ
ー
ド

は
、
自
立
支
援
課
ま
た
は
各
市
立
公

民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問
自
立
支
援
課　

内
線
６
５
６

６
４
４
・
２
９
４
１

jiritsu@
city.fujieda.shizuoka.jp

伝
え
て
カ
ー
ド

な
ど
の
発
行
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
次
の
業
務
は
行
い
ま
す
。

◆
市
役
所
警
備
室

出
生
届
・
婚
姻
届
・
死
亡
届
な
ど

の
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出

◆
文
化
セ
ン
タ
ー
・
各
市
立
公
民
館

会
議
室
の
利
用
、
図
書
の
貸
し
出

し
、
市
税
の
支
払
い
な
ど

問
市
民
課　

内
線
６
１
２
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催　　し催　　し催　　し

ホームヘルパー２級講座

野村生涯教育読書会

俳句入門講座

志墨会　作品発表会

相続に関する無料相談会

ウェルフェア塾

▼ とき･ところ／６月29日㈮・30日
㈯、７月３日㈫…生涯学習センター、
７月６日㈮～８日㈰…市武道館　いず
れも午後7時～９時　 ▼曲目／新ふじ
えだ音頭、朝比奈お茶の里音頭など	

▼ 参加料／１回300円　 ▼ 持ち物／
手ぬぐい、うちわ　※直接会場へ
問藤枝市民踊協会（小林宅）

☎641･2197

▼とき／７月５日㈭・19日㈭、８月２	
日㈭・16日㈭午後１時30分～４時

▼ところ／文化センター　 ▼内容／俳	
句作成の基礎　 ▼定員／10人（申込順）	

▼ 参加料／２千円（全４回）　 ▼持ち
物／筆記用具　 ▼申し込み／６月15
日㈮～25日㈪に、電話またはファクス
で藤枝市文化協会俳句部（山村宅）へ
	 ☎ 635･2759

▼とき／６月16日㈯午後１時30分～	
４時　 ▼ ところ／生涯学習センター	

▼内容／権利義務・事実証明に関する
相談　 ▼申し込み／前日までに、電話	
で県行政書士会志太支部（萩山宅）へ
	 ☎631･7360

▼とき／６月22日㈮、７月24日㈫、８	
月22日㈬午前10時～午後３時　 ▼と 
ころ／文化センター　 ▼内容／年刊誌	
「生涯教育Ⅸ」を使っての読書会　 ▼参 
加料／１回500円　※直接会場へ。
幼児は、幼児教育部があります。
問㈶野村生涯教育センター静岡支部
	 ☎257･9111

▼ 対象／55歳以上で全課程に参加で
きる人　 ▼ とき／７月２日㈪～８月
31日㈮の週３回　午前９時～午後４
時　 ▼ところ／シルバー人材センター

▼定員／20人（選考）　 ▼申し込み／
６月18日㈪までに、申込書に必要事
項を記入し、直接、シルバー人材セン
ターへ	 ☎641･5565

市教育委員会と共催で実施します。

▼ とき／７月１日㈰午後２時～４時	

▼ ところ／生涯学習センター　 ▼講 
師／脇

わき

明
あき

子
こ

さん（ノートルダム清心女
子大学教授）　 ▼ 演題／物語が生きる
力を育てる　 ▼定員／300人（申込
順）　 ▼ 参加料／無料　 ▼ 申し込み／
６月15日㈮～25日㈪に、電話または

▼対象／３歳以上　 ▼とき／毎週火・木	
曜日午後７時～８時30分、毎週土曜日	
午後６時～８時　 ▼ところ／県武道館	

▼参加料／月3,500円（小学生未満と、	
一家族３人目からは無料）　 ▼持ち物／	
柔道着　※直接会場へ
問深田宛	 ☎090･9337･4720

▼
言
葉
が
堅
く
て
と
っ
つ
き
に
く

い
「
男
女
共
同
参
画
」
で
す
が
、
最

近
で
は
「
イ
ク
メ
ン
」
や
「
カ
ジ
ダ

ン
」
も
増
え
、
少
し
ず
つ
社
会
に
浸

透
し
て
き
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
仕
事
を
し
て
い
て
感

じ
る
の
は
、
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

や
従
来
か
ら
の
習
慣
を
見
直
す
こ
と

で
、
み
ん
な
の
元
気
が
出
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
は
、
地
域
や
職
場
、

家
庭
や
学
校
と
、
社
会
全
般
に
関
わ

り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
取
り

入
れ
て
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
「
元

気
な
ま
ち
藤
枝
」
に
つ
な
が
っ
て
い

け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
６
月
２
日
㈯
午
後
６
時
か
ら
、
Ｋ

―
Ｍ
Ｉ
Ｘ
で
装
い
も
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
だ
い
す
き
☆
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｅ

Ｄ
Ａ
」。
今
年
度
か
ら
市
が
進
め
て

い
る
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
来
訪
者
を
増
や
す
こ
と
と
同
時

に
、
子
育
て
世
代
の
定
住
の
促
進
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
番
組
で

も
、
そ
れ
ら
を
テ
ー
マ
に
構
成
を
考

え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
誇
り
に
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
ま
ち

の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

番
組
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
、
み
な

さ
ん
の
藤
枝
市
へ
の
愛
着
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○Ｅ

編

集
後
記

▼ とき／６月24日㈰午前10時開演

▼ ところ／文化センター　 ▼発表内 
容／漢詩吟詠と舞、短歌・俳句朗詠、
華道吟・書道吟など　 ▼入場料／無料
※直接会場へ
問佐藤宅	 ☎643･2672

▼とき／６月23日㈯・24日㈰午前９
時～午後５時　 ▼ところ／生涯学習セ
ンター　 ▼内容／水墨画の展示　 ▼入
場料／無料　※直接会場へ
問寺田宅	 ☎638･0247

障害者と健常者が共に学び、遊べる交

盆踊り講習会

陸前高田市副市長・講演会

静岡県出身で、陸前高田市副市長の久
保田崇

たかし

さんによる講演。

▼とき／６月23日㈯午後１時30分～	
４時　 ▼ところ／㈱一言旧製茶工場内
（茶町一）　 ▼演題／被災地の現場から	
見たまちづくり　 ▼定員／30人（申込	
順）　 ▼入場料／無料　 ▼ 申し込み／
６月12日㈫～20日㈬に、電話また
はファクスで静岡県青年国際交流機構
（久米宛）へ
☎090･4224･7358（午後６時以降）
020･4669･2494

柔道　藤
ふ じ な ん

南国士塾

藤枝こどもと本をつなぐ会
10周年記念講演会

流の場です。

▼ とき／６月23日㈯、７月28日㈯、
８月25日㈯午前９時～正午　 ▼ とこ 
ろ／ハルモニア（青葉町二）ほか　 ▼定 
員／各70人（申込順）　 ▼参加料／無
料　 ▼申し込み／開催日の前日までに、
電話またはファクス・Ｅメールでハル
モニアへ
	 ☎637･2111　 634･0031
honbu-1@harmo.harmonia-fujieda.com

藤枝市詩舞道連合会
創立40周年記念大会

募　　集募　　集募　　集

家
庭
で
で
き
る
節
電

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
電
気
・

ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
、

普
段
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
生
活

用
品
の
大
切
さ
が
、
あ
ら
た
め
て

認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
も
、

全
国
的
な
原
発
稼
働
停
止
に
よ
り
、

厳
し
い
電
力
事
情
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
藤
枝
市
で
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、〝
オ
ー
ル

藤
枝
〞
で
平
成
22
年
度
と
比
べ
た

電
力
使
用
量
の
15
％
カ
ッ
ト
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
す
。「
も
っ
た

い
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
身

近
な
節
電
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
〉　

　

７
月
〜
９
月
検
針
の
各
月
の
電

気
使
用
量
に
つ
い
て
、
Ａ
か
Ｂ
の

い
ず
れ
か
の
削
減
目
標
に
挑
戦
で

き
る
市
内
の
世
帯

〈
削
減
目
標
〉

　

Ａ
．
平
成
22
年
同
月
比
15
％

　

Ｂ
．
昨
年
同
月
比
５
％
以
上

〈
賞
品
〉

　

削
減
を
達
成
し
た
月
ご
と
に
、

地
場
産
品
が
購
入
で
き
る
「
ふ
じ

え
だ
グ
リ
ー
ン
商
品
券
」（
５
０

０
円
分
）
を
贈
呈
。
３
カ
月
連
続

で
達
成
で
き
た
家
庭
に
は
、
も
う

１
枚
追
加
で
贈
呈
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉

　

環
境
政
策
課
に
備
え
付
け
の

「
も
っ
た
い
な
い
電
気
減
ら
し
隊

報
告
書
」
に
、
削
減
で
き
た
月
の

検
針
票
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
、
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言
書
と
合
わ
せ

て
（
す
で
に
宣
言
し
て
い
る
家
庭

は
不
要
）
直
接
、
環
境
政
策
課
へ

※
Ａ
の
場
合
は
平
成
22
年
同
月
の

電
気
使
用
量
が
わ
か
る
書
類
が

必
要
で
す
。（
昨
年
の
「
節
電

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
15
」
達
成
者
は

不
要
）

〈
応
募
締
切
〉

　

11
月
21
日
㈬
必
着

み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン

＂
も
っ
と
、
た
ぁ
ー
ん
と
！
エ
コ
。＂
２
０
１
２

地球温暖化防止ライトダウン

　今年もCO2削減を呼び掛けるライトダ
ウンキャンペーンを全国一斉に実施しま
す。電気を消して、地球の未来を見つめ
てみませんか。
ライトダウン実施日（午後８時～ 10時）
★６月21日㈭（夏至）
★７月７日㈯（七夕）
★８月７日㈫（藤枝花火大会）

問
環
境
政
策
課　

内
線
４
１
８

ボランティアスタッフ募集
問て～しゃばストリート実行委員会事務局　☎645･1555

中心市街地のにぎわいづくりを目的に、ことしで４
年目を迎える“て～しゃばストリート”事業を、一緒
に企画・運営してくれる人を募集します。

対象／まちづくり・イベントに興味があり、夜間の会
議や週末のイベントに参加できる人
役割／イベントの企画およびイベント当日の会場準備
などの運営
申し込み／６月５日㈫から、電話で、て～しゃばスト
リート実行委員会事務局（㈱まちづくり藤枝）へ
※詳しくは、事務局へお問い合わせください。

節
電
は
家
庭
か
ら

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
も
っ
た
い
な
い
電
気
減
ら
し
隊
」

　

家
庭
で
使
用
す
る
電
気
・
ガ
ス
・

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
か
ら
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
が

排
出
さ
れ
ま
す
。
日
常
生
活
で
排

出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
を
把
握
す

る
方
法
の
一
つ
に
環
境
家
計
簿
が

あ
り
ま
す
。
環
境
家
計
簿
で
、
地

球
と
お
財
布
に
優
し
い
エ
コ
ラ
イ

フ
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
取
り
組
み

世
帯
に
は
電
力
測
定
器
の
貸
し
出

し
と
、
診
断
員
に
よ
る
「
家
庭
エ

コ
診
断
」
を
実
施
し
ま
す
。

〈
実
施
期
間
〉

　

７
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
う
ち

連
続
し
た
３
カ
月
間

〈
募
集
世
帯
数
〉

　

40
世
帯

〈
申
し
込
み
〉

　

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
直

接
、
環
境
政
策
課
へ

kankyoseisaku@
city.

fujieda.shizuoka.jp

〈
記
念
品
〉

　

取
り
組
み
世
帯
へ
は
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

環
境
家
計
簿
で

エ
コ
ラ
イ
フ
に
挑
戦
！

ゆかた着付け教室

▼対象／高校生以上　 ▼とき／７月７
日㈯午後1時～４時　 ▼ところ／ふじ
えだ市民活動支援センター（文化セ
ンター内）　 ▼ 定員／25人（申込順）	

▼ 参加料／500円　 ▼ 持ち物／ゆか
た一式　 ▼申し込み／６月15日㈮か
ら、電話でふじえだ市民活動支援セン
ターへ	 ☎646･3555

ファクスで木村宅へ
☎ 644･6167

市では、公用封筒に有料広告を掲載しています。

広告掲載物／市公用封筒（単色）
長形３号（縦235㎜×横120㎜）
作成枚数／17万枚　掲載位置／封筒裏面
規格／縦35㎜×横100㎜（横書き）
募集枠／４枠　　　掲載料／１枠５万円
掲載できないもの／
・政治活動や宗教活動、意見広告、個人的宣伝
・市の公共性や品位を損なうおそれのあるもの
・公の秩序や善良な風俗に反するおそれのあるもの
申し込み／
６月22日㈮までに、出納室に備え付けの申込用紙に必要事項
を記入し、広告原稿を添えて、直接または郵送で出納室へ　
宛先：〒426-8722市内岡出山1-11-1出納室へ

※掲載の可否は後日通知します。
※申込用紙は市ホームページからもダウンロードできます。

市公用封筒に広告を掲載しませんか
問出納室　内線602

広 告
広 告
広 告
広 告

〈表〉 〈裏〉
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問街道・文化課　内線755　 643･3327

～あなたがつくる文化のまち～

市民文化祭　作品・出展者募集
平成24年度

発表部門
部　門 募集内容 開催日時 会　場
和太鼓 個人・グループの和太鼓演奏。他楽器との共演も可 10月７日㈰午後１時～５時 市民ホールおかべ

詩舞道
吟剣

詩吟は絶句程度、剣詩舞は律詩まで
10月13日㈯午前10時～午後４時30分 生涯学習センター

連合 11月４日㈰午前10時～午後４時30分 文化センター
茶　道 茶席（抹茶席・煎茶席） 10月21日㈰午前10時～午後３時 文化センター
コーラス 10人以上の団体による合唱 10月21日㈰午後１時〜５時 市民ホールおかべ

謡曲
観世流

素謡、仕舞（曲は自由。10分以内）
10月21日㈰午前10時～午後４時 生涯学習センター

宝生流 10月21日㈰午前10時～午後３時 文化センター
民　舞 長唄を除く民舞 10月28日㈰午前10時～午後３時30分 市民ホールおかべ
和楽器 箏、尺八、三絃、津軽三味線、琵琶（流派不問） 11月４日㈰午前10時～午後４時30分 生涯学習センター
奏踊・詩吟 合奏、民舞、詩吟など 11月４日㈰午前10時～午後４時 市民ホールおかべ
手作りビデオ VHS・S-VHS・DVテープ（10分以内）の放映 11月17日㈯午後６時30分～９時 生涯学習センター

歌　謡 ツーコーラス、踊り付きフルコーラス（１人１曲限り）
出演料千円（踊り付きフルコーラスは1,500円）

11月18日㈰
　午前９時30分～午後４時30分 市民ホールおかべ

詳しくは、募集要項をご覧ください。
募集要項は、街道・文化課、市役所
受付、岡部支所、文化センター、各
市立公民館、生涯学習センターにあ
ります。

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人、または市内で活動し
ている人　※展示部門は15歳以上の人

文化祭開催期間／９月28日㈮～11月25日㈰
ところ／文化センター、市民ホールおかべ、生涯学習センター

申込方法／出演申込票（作品応募票）に必要事項を記入し、直接または郵送・ファクスで街道・文化課へ（直接の場合は、
土・日曜日、祝日を除く。歌謡部門は必ず直接、街道・文化課へ）宛先：〒426-8722市内岡出山1-11-1

締め切り／【発表部門】７月２日㈪～ 27日㈮【展示部門】９月１日㈯～ 21日㈮（絵手紙は９月６日㈭）
※俳句・川柳・短歌部門の作品は、９月１日㈯～７日㈮に、街道・文化課へ郵送するか、９月７日㈮に開設する生涯学
習センター受付会場へ

部　門 作品規格（本人の創作で未発表のもの） 出品料 出品点数 作品搬入日

俳句・川柳・短歌 俳句・短歌は四季雑詠。川柳の題は「辛
から

い」 ３句・３首
500円

必ず
３句（首）９月７日㈮

絵手紙 ハガキサイズ、297ｍｍ×208ｍｍサイズ ２点まで
300円 ２点以内 ９月７日㈮

華　道 流派不問 300円 １点 ９月28日㈮

絵　画

油絵・版画・水彩画・
パソコンアート

100号以内。額装し、つり金具・ひもをつけること。
ガラス張りは不可 500円 １点 ９月30日㈰・

10月１日㈪日本画・水墨画 100号以内。額装または軸装し、つり金具・ひもをつ
けること。ガラス張りは不可

造　形 彫刻・工芸・陶芸 200㎝×200㎝×200㎝以内。重さ80㎏以内 １点につき
500円 ２点以内

写　真 ４つ切り、ワイド６つ切り、６つ切り、Ａ４（台紙不要）。
組写真は４枚以内で、テープでつなぎ合わせること

１点につき
300円 ３点以内 ９月30日㈰

書　道

一部（委嘱出品者）…半切か全紙１／２
二部（二部経験者・昇格者）…仕上がり寸法は１㎡以
内で１辺の長さは２ｍ以内
三部（額装なし）…半切縦（裏打ちなし）

千円 １点 10月23日㈫

手工芸 200㎝×200㎝×50㎝以内、重さ50㎏以内。
陳列に必要な装備（つり金具・ひもなど）をつけること

１点につき
500円 ２点以内 10月23日㈫

立体書画 200㎝×200㎝以内。
陳列に必要な装備（つり金具・ひもなど）をつけること

１点につき
300円 ２点以内 10月24日㈬

盆　栽 募集要項をご覧ください 500円 １点 11月２日㈮

水　石 募集要項をご覧ください １点につき
300円 ２点以内 11月16日㈮

展示部門
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